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国内市場拡大促す

ホ
ン
グ
は
２０
日
、
小
型
ビ

一億
９
千
万
円
）
。
従
来
機
を
改

ゆ
争
嘩
ゆ
中
”
中

本 本
「

中
一
般

一中
”
車
拠
印
却
和
中
〕
『
却

の
購
入
者
は
ゲ
ー
ム
大
手
、　
一
通
省
に
よ
れ
ば
１６
年
末
の
日

コ
ロ
プ
ラ
共
同
創
業
者
で
工

一本
の
ビ
ジ
ネ
ス
ジ

ェ
ッ
ト
保

ン
ジ

ェ
ル
投
資
家
の
千
葉
功

一
有

機

数

は

５７
機

（
民

間

の

太
郎
氏
だ

っ
た
。
ホ
ン
グ
ジ

一
み
）
。
１
万
９
千
機
を
超
え
る

ェ
ッ
ト
は
２
０
１
７
年
の
小

一米
国
を
大
き
く
下
回
る
。

型
ビ
ジ
ネ
ス
ジ

ェ
ッ
ト
の
販

一　

ホ
ン
グ
ジ

ェ
ッ
ト
は
１８
年

中義呻坤封難車』ω芋嚇一争弾中和非中貯如孝帥巾
シ
ベ
ー
ル
、
民
事
再
生
手
続
き

　

，

洋
菓
子
製
造
の
シ
ベ
ー
ル
は
１７
日
、
山
形
地
裁
に
同
口

付
で
民
事
再
生
手
続
き
の
開
始
を
申
し
立
て
た
と
発
表
し

た
。
山
形
市
内
で
記
者
会
見
し
た
黒
木
誠
司
社
長
は

「
ラ

ス
ク
で
先
頭
を
走
り

（ジ
ャ
ス
グ

ッ
ク
に
）
上
場
し
た
が
、

ラ
イ
バ
ル
の
登
場
な
ど
に
対
応
で
き
な
か

っ
た
」
と
説
明
。

食
品
企
業
と
ス
ポ
ン
サ
ー
協
議
中
と
い
い
、
営
業
を
継
続

し
な
が
ら
再
生
を
目
指
す
。
負
債
額
は
１９
億
５
９
０
０
万

円
。
２
０
１
８
年
８
月
期
ま
で
３
期
連
続
で
単
独
最
終
損

益
は
赤
字
だ

っ
た
。

ｉ
シ
ベ
ー
ル
、山
形
で
債
権
者
説
明
会

．
民
事
再
生
法
の
適
用
を
申
請
し
た
洋
菓
子
製
造
の
シ
ベ

ー
ル
は
２‐
日
、
山
形
市
内
で
債
権
者
説
明
会
を
開
い
た
。

３
０
０
人
近
く
が
参
加
。
申
立
代
理
人
の
弁
護
士
に
よ
る

と
、
黒
木
誠
司
社
長
が
冒
頭
で
謝
罪
を
し
た
あ
と
、
手
持

ち
資
金
に
よ

っ
て
支
払
い
が
で
き
る
こ
と
な
ど
を
説
明

し
、
今
後
も
取
引
を
継
続
す
る
よ
う
依
頼
し
た
。

同
社
は
食
品
関
連
企
業
と
ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
を
結
ぶ
こ

と
を
表
明
し
て
い
る
が
、
全
国
に
店
舗
展
開
す
る
ス
イ
ー

ツ

・
パ
ン
の
製
造
会
社
と
交
渉
し
て
い
る
も
よ
う
だ
。
債

権
者
向
け
の
説
明
会
は
こ
れ
で
終
了
。
株
式
は
２
月
１８
日

に
上
場
廃
止
と
な
る
が
、
昨
年
８
月
末
で
７
２
１
２
人
い

る
株
主
向
け
の
説
明
は
特
に
予
定
が
な
い
と
い
う
。

一仰数膨謝御ぼ”一知車いのの中中時帥義

、

来
年
、
サ
ー
ビ

ス
終
了

一
向

け

の
告

知

活
動

を
実

日
本
マ
イ
ク

ロ
ソ
フ
ト

施
、
移
行
支
援
も
強
化
す

（
Ｍ
Ｓ
）
は
、
２
０
２
〇

一
る
。
　

　

　

【今
村
茜
】

年
１
月
に
保
守
サ
ー
ビ
ス

を
終
了
す
る
パ
ソ
コ
ン
用

・
基
本
ソ
フ
ト
（
Ｏ
Ｓ
）
「ウ

一
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７
」
か
ら
の

切
り
替
え
を
中
小
企
業
に

，
促

す
対

応
策

を

発
表

し

た
。
大
企
業
や
自
治
体
の

切
り
替
え
は
進
ん
で
い
る

が
、
中
小
企
業
は
保
守
サ

ー
ビ
ス
終
了
の
認
知
度
が

６
割
に
と
ど
ま
り
、
対
応

．

が
遅
れ
て
い
る
。

今
月
時
点
で
国
内
で
使

わ
れ
て
い
る
ウ
ィ
ン
ド
ウ

ズ
７
は
法
人

・
個
人
の
合

計

で
約

２

７

０

０

万
台

（
Ｍ
Ｍ
総
研
調
べ
）
。
現

状
で
は
サ
ー
ビ
ス
終
了
時

で
も
約
１
７
５
０
万
５
０
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日
本
、Ｉ
Ｗ
Ｃ
脱
退
へ

政
府
方
針
商
業
捕
鯨

再
開
め
ざ
す

日
の
閣
議
で
正
式
決
定
し
、　

一対
立
か
ら
、
日
本
が
目
指
す

来
年
６
月
木
を
も

っ
て
脱
退

一商
業
捕
鯨
再
開
の
メ
ド
が
立

す
る
。
反
捕
鯨
国
と
の
意
見

一
た
な
い
た
め
だ
。
脱
退
で
口

政
府
は
２０
日
、
円
除
捕
鯨

委
員
会

（
Ｉ
Ｗ
Ｃ
）
か
ら
脱

退
す
る
方
針
を
■
め
た
。

２５

一本
の
領
海
や
排
他
的
経
済
水

一域

（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
内
で
の
尚
業

捕
触
の
再
開
を
目
指
す
。
た

だ
日
本
が
同
際
機
関
か
ら
脱

退
す
る

の
は
極
め

て
異
例

で
、
同
除
社
会
か
ら
批
判
が

出
そ
う
だ
。

（関
連
記
事
２
面
に
）

尚
業
捕
鯨
が
再
開
さ
れ
れ

ば
１
９
８
８
年
以
来

と
な

る
。
Ｉ
Ｗ
Ｃ
を
脱
退
す
れ
ば

国
際
法
■
、
南
極
海
で
の
捕

獲
調
査
は
で
き
な
く
な
る
。

Ｉ
Ｗ
Ｃ
は
ク
ジ
ラ
の
資
源

保
護
と
持
続
的
な
利
用
を
目

的
に
４８
年
に
設
立
。
現
在
８９

カ
国
が
加
盟
す
る
。
日
本
は

ク
ジ
ラ
に
つ
い
て
、
マ
グ

ロ

な
ど
他
の
水
産
資
源
と
同
様

に
科
学
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ

き
食
料
と
し
て
持
続
的
に
利

用

で
き
る
よ
う
訴

え
て
き

た
。
た
だ
、
９
月
の
総
会
で

反
捕
鯨
国
が

「
い
か
な
る
捕

鯨
も
認
め
な
い
」
と
官
言
。

反
捕
鮎
国
と
の
立
場
の
違
い

が
鮮
明
と
な

っ
て
い
た
。

日
本
初
納
入
の

「
ホ
ン
ダ
ジ

ェ
ッ
ｉ

エ
リ
ー
ト

一

（２０
日
、
羽
田
空
港
）



⑤

東
京
五
輪
や
国
際
博
覧
会

（万
博
）
を
控
え
、

日
本
の
未
来
は

「
明
る
い
」
と
考
え
て
い
る
新
成

人
は
３７

・
２
％
―
―
。

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
調
査
会

社

「
マ
ク

ロ
ミ
ル
一

（東
京
）
が
、
２
０
１
９
年

成
人
式
を
迎
え
る
５
０
０
人
を
対
象
に
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
で
こ
ん
な
結
果
が
出
た
。
「
明
る
い
」

を
選
ん
だ
割
合
は
２
年
連
続
で
増
加
し
た
も
の
の

「
晴
い
」
は
６２

・
８
％
に
上

っ
た
。

調
査
は
１８
年
１２
月
１８
、

‐９
日
に
ネ

ッ
ト
上
で
実

施
し
、
今
回
で
１２
年
目
。
同
社
の
担
当
者
に
よ
る

と
、

「
明
る
い
」
の
理
由
と
し
て
、

２０
年
東
京
五

新
成
人
、
五
輪
や
万
博
控
え

輪

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
２５
年
大
阪
万
博
の
開
催

を
挙
げ
る
人
が
多
か

っ
た
。

１７
年
は
３２

・
８
％
、

‐８
年
は
３４

・
４
％
だ

っ
た
。

一
方
で

「
晴
い
」
の
理
由
に
は
少
子
高
齢
化

へ

の
不
安
や
政
治
問
題
が
目
立

っ
た
。
関
心
の
あ
る

ニ
ュ
ー
ス
は

「
景
気

・
雇
用
」
３９

・
８
％
、

「
少

子
化
」
３６

・
８
％
、

「
経
済

・
金
融
」
３５

・
８
％

が
■
位
。
　
運
思
法
改
正
」
は
１８

，
８
％
に
と
ど
ま

っ
た
。
日
本
の
政
治
に
ど
の
程
度
期
待
が
で
き
る

の
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

７８

・
０
％
が
期
待
で
き
な

い
と
答
え
た
。

▲
密
周
一

‐／
午

今
年
９
月
、
東
京
五
輪
に
向

け
て
日
本
で
開
か
れ
た
セ
ー
リ

ン
グ
大
会
の
開
会
式
で
イ
ル
カ

シ

ョ
ー
が
行
わ
れ
、
国
際
セ
ー

リ
ン
グ
連
盟
が
批
判
し
た
と
い

う
記
事
を
読
み
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
イ
ル
カ
の
シ

ョ
ー
を
見
て

き
た
私
た
ち
に
は
な
ぜ
問
題
な

の
か
介
か
り
ま
せ
ん
。

世
界
で
は
文
化
や
習
慣
が
大

き
く
異
な
る
こ
と
が
あ
り
、

一

方
が
そ
れ
を
否
定
す
る
だ
け
で

は
よ
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
「自

然
の
生
き
物
を
こ
の
よ
う
に
展

示
す
る

こ
と

は
容
赦

で
き
な

い
」
と
い
う
指
摘
に
疑
間
が
わ

き
ま
す
。
そ
う
い
う
の
で
あ
れ

ば
、
世
界
中
に
あ
る
動
物
園
や

水
族
館
な
ど
に
と
ら
わ
れ
て
い

る

「自
然
の
生
き
物
」
を
解
放

し
、
元
い
た
場
所
に
帰
す
べ
き

で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
ｏ

今
回
の
出
来
事
か
ら
、
国
と

国
と
の
間
の
壁
が
想
像
し
て
い

た
も
の
よ
り
、
厚
く
て
高
い
も

の
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。
自
分

た
ち
の
習
慣
や
文
化
な
ど
と
違

っ
て
も
、
し

っ
か
り
理
解
し
よ

う
と
す
る
心
構
え
が
大
事
だ
と

思
い
ま
し
た
。

日本の未来「明るい」4割

思
っ
た
よ
り
高
い
文
化
の
壁

中
学
生
　
荒
川
　
胡
南
１５

（大
阪
市
天
王
寺
区
）

々
潤

i彰
7

納
得
で
き
な
い
不
正
解

中
学
生
　
荒
井

「読
解
問
題
」
に
正
解
、
不

正
解
を
作
る
こ
と
は
、
人
の
考

え
方
を
狭
め
て
い
る
と
思
う
。

私
は
本
が
好
き
だ
。
新
し
い

本
を
読
む
こ
と
も
好
き
だ
。
同

じ
本
を
何
度
も
読
み
直
し
て
細

か
な
摘
写
な
ど
か
ら
心
情
を
読

み
取

っ
て
い
く
。
し
か
し
、
国

語
の
読
解
問
題
は
好
き
で
は
な

い
。
理
由
は
正
解
が
な
か
な
か

も
ら
え
な
い
か
ら
だ
。
説
明
不

足
や

ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
な
ど

の
理
由
で

「△
」
評
価
は
仕
方

が
な
い
と
思
う
。
だ
が
、
私
の
考

え
が
不
正
解
に
な

っ
た
と
き
、

模
範
解
答
の
考
え
方
に
納
得
で

き
な

い
ケ
ー

ス
も
少
な
く
な

い
。
私
の
考
え
も
根
拠
が
あ
り
、

自
分
の
考
え
を
少
し
は
受
け
入

れ
て
く
れ
て
も
い
い
の
で
は
な

仁
那
１５

（東
京
都
大
田
区
）

い
か
と
思
う
こ
と
が
し
ば
し
ば

あ
る
。
ま
た
、
後
で
先
生
に
な

ぜ
不
正
解
な
の
か
間
く
と
、
模

範
解
答
と
の
比
較
を
さ
れ
る
だ

け
で
納
得
で
き
る
意
見
は
い
た

だ
け
な
い
こ
と
が
多
い
。

一
つ
の
話
に
さ
ま
ざ
ま
な
感

想
を
持

つ
人
が
い
る
。
多
様
な

読
み
方
を
尊
重
し
て
も
ら
い
た

い
と
願

っ
て
い
る
。

Z口 んヽぅ



―
―
厚
生
労
働
省
の
毎
月
勤

労
統
計
で
長
期
に
わ
た
り
不
適

切
な
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。

「
統
計
を
扱
う
プ

ロ
が
し

っ

か
り
配
償
さ
れ
て
い
る
の
か
、

疑

っ
て
し
ま
う
。
全
容
は
ま
だ

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、

プ

ロ
な
ら
統
計
の
や
り
方
が
間

違

っ
て
い
る
と
わ
か

っ
て
い
る

は
ず
だ
。
わ
か

っ
て
や

っ
た
な

ら
、
と
ん
で
も
な
い
。
ま
た
不

適
切
だ
と
知
ら
な
か

っ
た
と
い

う
な
ら
、
初
歩
的
な
こ
と
を
理

解
し
て
い
な
い
と
い
う
点
で
大

問
題
だ
。
デ
ー
タ
に
基
づ
く
政

策
の
重
要
性
は
高
ま

っ
て
い
る

の
に
、
人
材
が
育

っ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
。
厚
労
省
だ
け

で
な
く
、
統
計
行
政
全
体
の
問

化
に
追
い
つ
い
て
な
い
」

題
が
深
刻
な
形
で
出
て
き
た
」
　

―
―
労
働
政
策

へ
の
影
響
を

「
か
つ
て
の
よ
う
に
経
済
が

ど
の
よ
う
に
み
て
い
ま
す
か
。

有
肩
上
が
り
の
時
代
で
は
今
回
　
　
「
雇
用
保
険
や
労
災
保
険
の

の
よ
う
な
調
査
も
誤
差
の
範
囲

給
付
額
が
過
少
だ

っ
た
と
い
う

で
許
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
　
実
害
が
既
に
出
て
い
る
。　
一
事

そ
れ
が
低
成
長

の
時
代

に
な

が
万
事
と
い
う
こ
と
に
な
り
か

り
、
統
計
の
精
度
が
よ
り
重
要

ね
な
い
。
労
働
政
策
は
国
民
生

に
な

っ
て
い
る
と
い
う
構
造
変

活
に
密
着
し
て
お
り
、
徹
底
的

「
ゴ
利
拭
創
酬
劉
劉
剖
酬
矧
尉

山
田

久
氏

抑
沖
峠
中
ｔ
中
唯
”
絲
瑚
帥
狩
唖
錦
中
オ
的
嘩
鞠
苛

議 ノ
（鞠

一
巾

一 を 住
雅

働
同

一
賃
金
部
会
の
委
窒
な
ど
も
務
め
て
お
り
、
労
働
経
済
や
マ
ク

ロ
経
済
分
析
な
ど
が
専
門
分
野
。

５５
歳

に
原
因
を
究
明
し
て
再
発
防
止

策
を
講
じ
な
い
と
い
け
な
い
」

―
１
４
月
か
ら
始
ま
る
脱
時

間
給
制
度
で
、
対
象
者
を
決
め

る
年
収
要
件
は
毎
月
勤
労
統
計

を
基
に
し
て
い
ま
す
。

「
運
用

へ
の
不
安
が
増
幅
さ

れ
て
、
実
行
が
遅
れ
か
ね
な
い

と
懸
念
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も

脱
時
間
給
制
度
は
導
入
が
遅
れ

に
遅
れ
て
き
た
。
働
き
方
改
革

関
連
法
が
４
月
に
施
行
を
控
え

る
な
ど
、
労
働
政
策
は
現
在
進

行
中
と
い
え
る
。
影
響
を
最
小

化
す
る
た
め
に
統
計
に
適
切
な

処
理
を
施
す
な
ど
の
対
応
を
取

る
べ
き
だ
。

統
計
が
お
か
し
い

か
ら
と
全
否
定
す
れ
ば
、
国
民

生
活
に
影
響
が
出
る
。
統
計
の

問
題
と
政
策
を
冷
静
に
し
ゅ
ん

別
す
べ
き
だ
」

―
―
厚
労
省
で
は
２
０
１
８

年
、
裁
量
労
働
に
関
す
る
デ
ー

タ
で
も
不
適
切
な
扱
い
が
あ
り

ま
し
た
。

「
監
督
す
る
側
の
ま
任
も
重

い
。
毎
月
勤
労
統
計
は
以
前
か

ら
問
題
を
指
摘
す
る
意
見
が
あ

っ
た
。
異
常
値
が
出
た
ら
、
背

景
に
あ
る
重
大
な
ミ
ス
を
指
摘

す
る
能
力
を
持
た
な
い
と
い
け

な
い
」

「
官
僚
組
織
は
間
違
い
が
無

い
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
失
敗
を
隠
し
た
が
る

が
、
現
実
に
は
失
敗
す
る
も
の

だ
。
今
回
は
既
に
深
刻
な
事
態

に
な

っ
て
い
る
。
よ
い
企
業
は

失
敗
し
た
ら
、
す
ぐ
に
組
織
で

共
有
し
て
修
正
す
る
。
省
庁
全

体
の
風
土
を
変
え
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
」

―
―
改
善
策
は
。

「
統
計
に
外
部
監
査
を
入
れ

た
ら
ど
う
か
。
統
計
業
務
を
民

間
企
業
に
委
託
す
る
と
い
う
考

え
も
あ
る
が
、　
一
長

一
短
で
、

効
率
化
は
進
ん
で
も
情
報
漏
浪

の
リ
ス
ク
も
あ
る
。
公
式
統
計

に
は
行
政
と
し
て
お
墨
付
き
が

い
る
と
い
う
問
題
も
あ
り
、
信

頼
性
を
担
保
す
る
た
め
の
枠
組

・

み
を
見
直

す

こ
と
が
先
だ
ろ

．

う
」

（聞
き
手
は
奥
田
宏
二
）

．

識者に聞く

労働政策実行遅れ懸念

弓怒 ,み2



の

塚
於
許
・年ン
ン
ン
ン
ン

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学

（
Ａ
Ｐ
Ｕ
）
の
学
長
と
な

っ
て

元
田
で
１
年
。
昨
夏
、

「
学
長

会
議
」
に
初
め
て
参
加
し
た
。

こ
れ
は
国
公
立
か
私
立
か
を
問

わ
ず
大
学
の
学
長
が
５０
人
ほ
ど

集
ま
り
、
２
泊
３
日
で
学
び
合

う
合
宿
の
よ
う
な
も
の
だ
。
そ

こ
で
の
議
題
の

一
つ
に
、

「
１８

歳
人
口
が
激
減
。
大
学
は
ど
う

生
き
る
べ
き
か
」
と
い
う
テ
ー

マ
が
あ

っ
た
。
他
大
学
と
の
統

合
か
連
携
か
。
こ
の
問
い
に
対

す
る
解
は
い
ず
れ
か
し
か
な

い
。
皆
、
深
刻
な
表
情
に
。

「
待

っ
て
く
だ
さ
い
」
。
思

わ
ず
口
を
挟
ん
だ
。
確
か
に
国

内
だ
け
を
見
れ
ば
１８
歳
人
口
は

減

っ
て
い
く
。
だ
が
、
世
界
の

人
回
は
増
え
て
い
て
中
産
階
級

Ｔｈ
常

も
増
加
し
て
い
る
。

イ
ン
ド
を

見
よ
。
モ
デ
ィ
首
相
は
大
学
が

１
２
０
０
も
足
り
な
い
と
言

っ

て
い
る
で
は
な
い
か
。
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
に
立
て
ば
大
学
は

成
長
産
業
だ
。
こ
う
話
し
た
ら

皆
、
考
え
込
ん
で
し
ま

っ
た
。

Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ
　
ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ

ｌ
ｌ
ｙ
。
僕
に
言
わ
せ
れ
ば
、

こ
の
言
葉
は

「
数
字
や
フ
ァ
ク

ト
、
デ
ー
タ
を
踏
ま
え
て
自
分

の
頭
で
ロ
ジ
カ
ル
に
考
え
る
こ

と
」
と
同
義
だ
。
明
確
な
根
拠

が
あ
れ
ば
世
界
中
の
人
に
説
明

で
き
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
仕
事

で
な
く
て
も
、
こ
の
考
え
方
は

生
き
る
。
別
の
教
育
関
係
者
の

会
議
で
も
、
僕
は
そ
の
発
想
か

ら
１
つ
の
提
案
を
し
た
。

会
議
の
議
題
は
高
校
教
育
の

線

』百11そ

あ
り
方
だ

っ
た
。
多
く
の
高
校

は
国
立
と
私
立
で
理
系

。
文
系

に
分
け
て
教
育
し
て
い
る
。
だ

が
、
文
系
の
経
済
学
部
も
数
学

で
の
受
験
が
あ
り
、
そ
の
分
け

方
は
僕
に
は
疑
間
だ
。
代
わ
り

に
３
割
程
度
は
好
き
な
こ
と
を

徹
底
す
る
変
わ
り
者

コ
ー
ス
と

し
、
普
通
コ
ー
ス
と
の
２
コ
ー

ス
に
す
る
の
が
い
い
と
思
う
。

ア
ッ
プ
ル
創
業
者
の
故
ス
テ
ィ

ー
ブ

・
ジ

ョ
ブ
ズ
氏
の
よ
う
な

チ

ェ
ン
ジ
メ
ー
カ
ー
は
変
わ
り

者
か
ら
し
か
生
ま
れ
な
い
。
そ

う
話
す
と
教
育
界
は
何
か
ら
始

め
た
ら
い
い
か
と
聞
か
れ
た
。

そ
こ
で
次
の
提
案
を
し
た
。

「
校
則
を

一
か
ら
読
み
、
自
信

を
持

っ
て
根
拠
を
示
せ
る
も
の

以
外
廃
止
を
」
。
あ
る
Ａ
Ｐ
Ｕ

出
口

治
明

の
学
生
は
高
校
時
代
、
長
い
髪

を
頭
上
で
束
ね
て
怒
ら
れ
た
と

い
う
。

「
後
ろ
で
結
ぶ
」
が
校

則
だ
、
と
。

「
結
ぶ
」
は
分
か

る
。
だ
が
、
無
意
味
な
場
所
の

指
定
は
パ

ワ

ハ
ラ
そ

の
も

の

だ
。
教
育
者
が
校
則
す
ら
自
分

の
頭
で
考
え
ず
に
、
子
供
た
ち

に

「
自
分
の
頭
で
考
え
ろ
」
と

説
い
て
も
無
理
だ
ろ
う
。

社
会
常
識
を
疑
い
、
数
字
や

フ
ァ
ク
ト
か
ら
自
分
の
頭
で
何

が
人
間
に
と

っ
て
大
事
か
を
考

え
る
。
こ
れ
が
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ

ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ
ｌ
ｙ
の
神
髄
だ

ろ
う
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

（人

材
の
多
様
性
）
の
時
代
。
性
別

や
年
代
を
越
え
、
様
々
な
人
と

意
思
疎
通
す
る
際
も
、
こ
の
発

想
は
役
立

つ
は
ず
だ
。

ink globally

識を疑い自分で考える

ェ
一

立
命
館

ア
ジ

ア
大

平
洋
大
学
学
長

日経 i/,r



④

‐８
年
度

日
大
な
ど
７
校
減
額

東
京
医
科
大
の
不
正
入
試
問
題
で
、
柴
山
昌
彦
文
部
科
学
相
は
２２
日
の
閣
議

後
記
者
会
見
で
、
日
本
私
立
学
校
振
興

・
共
済
事
業
団
が
同
大
に
対
し
２
０
１

８
年
度
の
私
学
助
成
金
を
交
付
し
な
い
と
決
定
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

「入
試
の
公
平
性
を
書
し
た
」
こ
と
が
理
由
。
東
京
医
大
は
１７
年
度
に
約
２３
億

円
を
受
給
し
て
お
り
、
運
営
に
大
き
な
影
響
が
出
そ
う
だ
。
毎
日
新
聞
の
取
材

に

「厳
粛
に
受
け
止
め
る
。
襟
を
正
し
、
適
正
な
大
学
の
運
営
に
取
り
組
み
た

い
」
と
答
え
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【伊
澤
拓
也
】

文
科
省
の
調
査
で
不
適

問
題
も
判
明
し
た
日
本
大

一
実
施
し
て
い
た
が
、
不
交

切
入
試
と
認
定
さ
れ
た
他

で
、

廟
形
の
減
額
。
日
大

一
付
及
び
減
額
は
１８
年
度
分

の
私
立
大
７
校
も
減
額
さ

は

「真
摯
に
受
け
止
め
、

一
の
み
と
な

っ
た
。

れ
た
。
う
ち
６
校
は
２５
物

引
き
続
き
改
善
に
取
り
組

一　

文
科
省
に
よ
る
不
適
切

の
減
額
で
、
岩
手
医
科
大

む
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

一
入
試
と
の
指
摘
を
否
定
し

▽
昭
和
大
▽
順
天
堂
大
▽

　

減
額
の
７
校
に
つ
い
て

た
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大

北
里
大
▽
金
沢
医
科
大
▽

・
は
来
年
度
の
審
議
会
で
改

に
つ
い
て
は
、
事
実
関
係

福
岡
大
―
―
。
残
る
１
校

善
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
全

！
が
明
確
に
な

っ
て
い
な
い

は
、
不
適
切
入
試
に
加
え

額
交
付
に
戻
さ
れ
る
。
８

一
た
め
、
聞
年
度
は
満
額
支

て
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ツ
ト
ボ

一
校
と
も
複
数
年
に
わ
た

っ

一
給
と
な

っ
た
。
同
大
の
調

―
ル
部
の
悪
質
タ

ッ
ク
ル

一
て
不
正

・
不
適
切
入
試
を

査
結
果
を
待
ち
、
事
業
団

側
が
来
年
度
以
降
の
減
額

を
検
討
す
る
。

東
京
医
大
は
、
文
科
省

幹
部
の
息
子
を
不
正
合
格

一

さ
せ
る
見
返
り
に
同
省
事

一

業
の
対
象
に
選
定
さ
れ
た

一

汚
職
事
件
で
、
昨
年
に
臼

！

井
正
彦
前
理
事
長
と
鈴
木

衛
前
学
長
が
贈
賄
罪
で
在

宅
起
訴
さ
れ
た
。
同
事
業

団
の
助
成
金
取
り
扱
い
要

領
で
、
学
校
経
営
に
関
わ

文
科
省
局
長
が
「降
格
」

業
者
か
ら
接
待
入
試
セ
ン
タ
ー
理
事
に

読叔卸調講韓雛朝離輩一始型薙諏奄方知眺験事。一証囲加比耐晦狭第陀蟻 事
は
、
こ
れ
ま
で
局
長
よ

！
り
階
級
が
低
い
審
議
富
級

以
下
を
充
て
る
の
が
慣
例

で
、
局
長
の
出
向
は
初
め

て
。
事
実
上
の
降
格
と
な

る
。

２３
日
付
。

一　

義
本
氏
は
同
省
元
幹
部

一
２
人
が
起
訴
さ
れ
た
贈
収

！
賄
事
件
で
、
贈
賄
側
の
業

者
か
ら
高
額
な
接
待
を
受

け
た
と
し
て
昨
年
９
月
、

減
給
１０
分
の
１
（
１
カ
月
）

一
の
懲
戒
処
分
を
受
け

とた
芦

一
減
給
処
分
を
受
け
た
戸
谷

〓
年
瑛
前
事
務
次
官
と
高
橋

一
道
和
前
初
等
中
等
教
育
局

長
は
辞
任
し
た
が
、
義
本

氏
は
留
任
し
て
い
た
。

高
等
教
育
局
長
の
後
任

に
は
２２
日
付
で
同
セ
ン
タ

ー
理
事
の
経
験
も
あ
る
伯

一
井
美
徳

・
文
部
科
学
戦
略

．
官
を
充
て
た
。
柴
山
昌
彦

文
科
相
は
２２
日
の
記
者
会

一
見
で
、

「適
材
適
所
だ
」

一
と
述
べ
る
に
と
ど
め
た
。

一　

　

　

　

【伊
澤
拓
也
】

位

一
位

５

一　
５

２

一

３

る
事
件
で
法
人
役
員
や
教

一
交
付
に
な
る
と
翌
年
度
も

職
員
が
逮
捕

・
起
訴
さ
れ

交
付
さ
れ
ず
、
２
年
後
に

た
場
合
、
助
成
金
が
不
交

一
７５
物
、
３
年
後
に
５０
物
、

付
や
減
額
の
対
象
に
な
る

！
４
年
後
に
２５
物
と
減
額
幅

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
不

一
が
徐
々
に
小
さ
く
な
る
。

2位  日本大学 91億5400万円 35%減額

6位  順天堂大学  55億 7700万 円 25%減額

7位  昭和大学  54億 6400万円 250/0減額

9位  北里大学  40億 5200万円 250/0減額

10位  福岡大学  37億 800万 円 25%減額

東京医科大学 23億3800万円 全額不交付

岩手医科大学 18億4300万円 250/0減額

47位  金沢医科大学 12億5900万円 25%減額

各大学に交付された私学助成金(2017年度)

イロ /`2,



④

沖縄の市町村に補助金
２
０
１
９
年
度
予
算
案
の

沖
縄
振
興
費
で
県
内
の
市
町

村
向
け
に
新
た
な
補
助
制
度

を
創
設
し
た
。
同
様
の
制
度

で
沖
縄
振
興

一
括
交
付
金
が

あ
る
が
、
こ
れ
と
は
異
な
り

県
を
通
さ
ず

に
政
府
が
直

接
、
市
町
村
の
要
望
に
応
え

る
。
政
府
と
県
は
米
軍
普
人

間
基
地

（同
県
宜
野
湾
市
）

の
名
護
市
辺
野
古
移
設
で
対

立
す
る
。
政
府
は
予
算
配
分

を
通
じ
、
市
町
村

へ
の
関
与

を
強
め
る
。

（
１
面
参
照
）

「
沖
縄
振
興
特
定
事
業
推

進
費
」
と
し
て
３０
億
円
を
計

上
し
た
。
８
月
末
の
概
算
要

求
に
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
な

か

っ
た
。
幅
広
い
事
業
に
適

用
で
き
、
年
度
途
中
の
要
望

へ
も
対
応
す
る
。

宮
腰
光
覚
沖
縄

。
北
力
相

は
閣
議
後

の
記
者
会
見
で

「
臨
機
応
変
な
財
源
捻
出
が

困
難
な
市

町
村

に
配
分
す

る
」
と
述
べ
た
。

具
体
的
な
事
業
は
今
後
話

め
る
。
内
閣
府
に
よ
る
と
、

全
国
で
も
例
の
な
い
予
算
計

上
の
方
法
だ
と
い
う
。

２０
年

度
以
降
も
継
続
す
る
。

沖
縄
振
興
費
全
体
で
は
３

０
１
０
億
円
と
１８
年
度
予
算

と
同
額
を
計
上
し
た
が
、
翁

長
雄
志
前
知
事
の
時
代
か
ら

の
低
水
準
が
続
く
。
県
が
自

由
に
使
途
を
選
べ
る

一
石
交

付
金
は
減
額
し
た
。
市
町
村

向
け
の
制
度
創
設
に
加
え
、

名
護
市
な
ど
北
部
地
域
に
限

定
し
た
事
業
は
増
額
し
、
県

を
通
さ
な
い
予
算
を
手
厚
く

し
た
。

翁
長
氏
の
死
去
に
伴
う
９

月
の
知
事
選
で
は
、
辺
野
古

移
設
に
反
対
す
る
玉
城
デ

ニ

ー
氏
が
当
選
し
た
。
政
府
は

‐２
月
に
辺
野
古
の
埋
め
立
て

海
域
に
土
砂
を
投
入
す
る
な

ど
、
辺
野
古
移
設
の
方
針
は

変
え
て
い
な
い
。
玉
城
氏
は

総
務
省
の
第
二
者
機
関

「
国

地
方
係
争
処
理
委
員
会
」
に

工
事
を
巡
り
審
査
を
中
し
立

て
る
な
ど
対
立
が
激
し
く
な

っ
て
い
る
。

県通さず直接交付

ぱ絡 Ⅲ2ん 2

沖
縄

一
括
交
付
金

減
額

政
府
主
導
の
振
興

色
濃
く

た
２ ２‐
聞
比
螂
鵠
顛
難
雄
詢

そ

一 ぅ
賊
智

付
金
は
旧
民
主

〓陸
除
頗
立

沖
「鞭

∽
勘
郡
厳

算
案
の
沖
縄
振
興
費
の
う

一党
政
権
時
代
の
１２
年
度
予

！興
は
実
現
し
な
い
と
い
う

ち
、
使
途
の
自
由
度
が
高

一算
で
創
設
。
県
が
観
光
や

子
こ
と
だ
」
と
語
っ
た
。

い

一
括
交
付
金
は
前
年
度

産
業
振
興
、
社
会
資
本
整

．　
さ
ら
に
政
府
は
今
回
、

当
初
比
９５
億
円
減
の
１
〇

一
備
な
ど
か
ら
自
主
的
に
事

一
一
括
交
付
金
を

「補
完
す

一
担
当
相
は
２‐
日
の
記
者
会

９
３
億
円
と
５
年
連
続
で

一
業
を
選
択
で
き
る
。
ピ
ー

一
る
」
と
し
て
、
市
町
村
向

一
見
で

「交
付
金
ば
か
り
で

減

っ
た
。
米
軍
普
天
間
飛

ク
時
の
１４
年
度
に
は
１
７

け
に
沖
縄
振
興
特
定
事
業

は
な
く
、
他
の
予
算
も
含

行
場
（沖
縄
県
宣
野
湾
市
▼

５

９
億

円

を

計
上

し

た

一
推
進
費
を
創
設
し
、

３０
億

一
め
て
ト
ー
タ
ル
で
見
て
ほ

の
名
護
市
辺
野
古

へ
の
移

が
、

１９
年
度
は
そ
の
６
割

！
円
を
計
上
し
た
。
具
体
的

一
し
い
」
と
強
調
し
た
が
、

設
を
巡
る
来
年
２
月
２４
日

程
度
に
。
振
興
費
全
体
に

な
対

象

事

業

は
未

定
だ

一
玉
城
デ

ニ
ー
沖
縄
県
知
事

の
県
民
投
票
や
、
４
月
２‐

一
占
め
る
割
合
も
、
創
設
当

が
、
県
の
頭
越
し
に
市
町

は
同
日
、

「増
額
を
強
く

一

日
投
開
票
の
衆
院
沖
縄
３

初
の
５
割
超
か
ら
１９
年
度

一
村
に
支
出
で
き
る
仕
組
み

！
求
め
て
い
た

一
括
交
付
金

区
補
選
を
見
据
え
、

「政

は
３６

・
３
物
ま
で
落
ち
込

を

新

た

に
設

け

た
格

好

！
が
大
幅
に
減
額
と
な

っ
た

府
主
導
の
沖
縄
振
興
」
を

一
ん
だ
。
政
府
関
係
者
は
辺

だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

，
こ
と
は
残
念
だ
」
と
反
発

一

印
象
づ
け
る
狙
い
が
あ
り

！
野
古
移
設
に
反
対
す
る
県

！　

宮
腰
光
寛
沖
縄

・
北
方

・
し
た
。
　

【川
辺
和
将
】

一

5年連続

沖縄振興一括交付金の推移

毎日 9ヽんと



主な反対各派の主張

離脱案「EUの属国に」
■与党・保守党内の強硬離脱派

「国民が離脱に何を期待 しているのか、首相は
理解 していない」 (リ ースモグ議員)

欧州連合 (EU)の単一市場と関税同盟から抜
けることが最低条件で、離脱案を「 EUの属国に
なるJと批判。国境問題が解決 しなければ離脱後
も関税同盟にとどまる可能性があるからだ。12日

にあったメイ党首の信任投票を提案 し、党内から
4割弱の不信任票を集めた。存在感は高まる。

「残留の方がマシ」
■保守党内の EU残留派

「 2度目の国民投票は明確な選択肢だ」

(グ リーブ議員)

強硬離脱派とは逆に「 (い まの)離脱案ならE
Uに残る方がマシ」と考える。離脱後も関税同盟
にとどまることになれば、EUでの発言権を失う
一方で制約は受け続けるためだ。離脱方針を取り
消すため2度目の国民投票を求める。「英国は離
脱を一方的に撤回できる」というEU司法裁判所
(EUの最高裁に相当)の判断も追い風になる。

「国境」巡 り拒否反応
■閣外与党の民主統一党 (DUP)
「安全策は削除する必要がある」

(フ ォスター党首)

北アイルランドの地域政党のDUPは連合王国
としての英国の一体性維持が党是。離脱案では「安
全策」に移る場合でも北アイルランドは規制や制
度をEUに合わせる。その部分で英本土と分断さ
れるので拒否感が強い。下院で10議席の小党だが、
欠けると過半数を割るためメイ氏は重視する。

親EU派議
■野党第 1党・労働党

員多 く

「 EUと再交渉できないなら、メイ氏は首相の
座を明け渡すべきだJ(コ ービン党首)

労働党は足元で支持率が保守党と結抗 し、現時
点で総選挙があれば政権交代も可能だといわれて
いる。親EU派の議員が多 く、関税同盟と単一市
場への残留を主張する。離脱案の「安全策」の面
ではメイ氏と折り合う余地もあるはずだが、いま
は同氏を追い込むことを優先する発言が目立つ。

(注)発言はいずれも12月

Ｏ
ｏ

反
対
４
派
主
張
交
錯

【
ロ
ン
ド
ン
＝
中
島
裕
介
】
英
国
の
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
離
脱
を
巡
り
、
英
政
界
の

分
断
が
深
ま

っ
て
い
る
。

１３
～
‐４
日
の
Ｅ
Ｕ
首
脳
会
議
で
は
メ
イ
英
首
相
が
Ｅ
Ｕ
側
か

ら
英
議
会
を
説
得
す
る
材
料
を
引
き
出
せ
ず
、
Ｅ
Ｕ
と
ま
と
め
た
離
脱
案
を
い
つ
議
会

採
決
に
か
け
ら
れ
る
か
メ
ド
が
立
た
な
い
。
仮
に
同
案
が
議
会
で
承
認
さ
れ
な
い
ま
ま

「合
意
な
し
」
の
離
脱
と
な
れ
ば
英
国
や
Ｅ
Ｕ
の
経
済
は
混
乱
に
陥
り
そ
う
だ
。
だ
が
、

い
ま
の
離
脱
案
に
反
対
す
る
勢
力
の
立
場
は
ば
ら
ば
ら
で
、
方
向
性
が
み
え
な
い
。

メ
イ
氏
は
２
０
１
７
年
１

月
、

ロ
ン
ド
ン
の
英
外
務
省

公
館
で
の
演
説
で

「
（
Ｅ
Ｕ

の
）
単

一
市
場
か
ら
は
抜
け

る
。
関
税
同
盟
も
ほ
か
の
国

と
通
商
協
定
を
結
ぶ
際
の
支

障
に
な
る
」
と
表
明
し
た
。

Ｅ
Ｕ
域
内
で
人
や
資
本
が
自

由
に
移
動
で
き
る

「単

一
市

場
」
と
、
関
税
や
手
続
き
を

共
通
化
す
る

「
関
税
同
盟
」

は
統
合
の
柱
だ
。

メ
イ
氏
は

こ
の
２
本
柱
を
否
定
し
た
こ

と
で

「
強
硬
離
脱
に
カ
ジ
を

切

っ
た
」
と
も
い
わ
れ
た
。

だ
が
離
脱
後
も
陸
続
き
の

英
領
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
の
間
に
厳
格
な

境
を
置
か
な
い
よ
う
に
す
る

具
体
策
が
見
つ
か
ら
ず
Ｅ
Ｕ

と
の
折
衝
が
難
航
。
英

・
Ｅ

Ｕ
の
離
脱
案
に
は
国
境
問
題

が
解
決
す
る
ま
で
の

「
安
全

策
」
と
し
て
①
英
国
全
体
を

関
税
同
盟
に
残
す
②
北
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
に
限

っ
て
食
品
の

基
準
を
含
む
規
制
や
制
度
を

Ｅ
Ｕ
ル
ー
ル
に
合
わ
せ
る
―

―
の
２
点
を
盛
り
込
ん
だ
。

Ｅ
Ｕ
側
は
１４
日
ま
で
の
高

脳
会
議
で

「
安
全
策
は

一
時

的
」
と
の
見
解
を
示
し
た
が

拘
束
力
は
な
い
。
国
境
問
題

が
解
決
し
な
け
れ
ば
英
が
単

一
市
場
と
関
税
同
盟
に
残
り

続
け
る
可
能
性
は
高
い
。

離
脱
案

へ
の
反
対
派
は
与

党

。
保
守
党
内
の
強
便
離
脱

派
、
同
党
内
の
Ｅ
Ｕ
残
留
派
、

閣
外
与
党

の
民
主
統

一
党

（
Ｄ
Ｕ
Ｐ
）
、
野
党
第
１
党

・
労
働
党
の
４
つ
に
大
き
く

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

英
議
会
が
ま
と
ま
ら
な
い

の
は
メ
イ
氏
の

「
や
り
た
い

こ
と
」
と

「
実
際
に
で
き
そ

う
な
こ
と
」
に
乖
離

（か
い

り
）
が
あ
る
た
め
だ
。
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
問
題
の
難
し
さ
な

ど
を
み
れ
ば
、
メ
イ
氏
が
「
単

一
市
場

・
関
税
同
盟
か
ら
の

脱
却
」
を
訴
え
て
も
そ
の
実

現
を
疑
う
強
硬
派
は
つ
い
て

い
か
な
い
。
Ｅ
Ｕ
残
留
派
や

労
働
党
は
メ
イ
氏
の

「
や
り

た
い
こ
と
」
に
は
賛
同
で
き

な
い
。

Ｄ
Ｕ
Ｐ
は
最
近

「
英
国
と

の

一
体
性
を
守
れ
る
な
ら
Ｅ

Ｕ
と
の
関
係
が
近
い
案
で
も

よ
い
」
と
言
い
始
め
た
。
労

働
党
や
Ｅ
Ｕ
残
留
派
も
巻
き

込
ん
だ
連
携
の
可
能
性
は
あ

る
。
い
ま
の
構
図
を
見
る
と
、

議
会
で
過
半
数
を
形
成
す
る

結
論
を
導
く
の
は
難
し
い
。

そ
れ
ぞ
れ
が
自
説
に
こ
だ
わ

り
続
け
れ
ば

「合
意
な
し
」

離
脱
の
回
避
は
見
え
な
い
。
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Ｏ
⑤

２
０
１
８
年
の
金
融
市
場

は
リ
ス
ク
資
産
が
リ
タ
ー
ン

を
生
ま
な
い

「勝
者
な
き
１

年
」
と
な

っ
た
。
意
味
す
る

の
は
積
極
的
に
リ
ス
ク
を
取

っ
て
き
た
投
資
資
金
の
逆
流

だ
。
金
融
危
機
か
ら
１０
年
、

ば
ら
ま
か
れ
た
緩
和
マ
ネ
ー

が
支
え
た
適
温
相
場
に
別
れ

を
告
げ
迎
え
る
１９
年
。
米
中

貿
易
摩
擦
や
欧
米
の
政
治
混

乱
も
加
わ
り
、
不
透
明
感
は

一
段
と
深
ま
る
。

世
界
の
株
式
市
場
で
は
４６

カ
国

・
地
域
の
う
ち
４３
市
場

が
下
落
し
、
　

一
Ｌ
昇
は
ブ
ラ
ジ

ル
や
イ
ン
ド
な
ど
３
市
場
の

み
。
年
初
に
８５
兆

リレ
ド

（約
９

４
０
０
兆
円
）
と
過
去
最
高

に
膨
ら
ん
だ
世
界
の
株
式
時

価
総
額

は
足
元

で
６７
兆

ブレ
ド

（約
７
５
０
０
兆
円
）
と
２

割
減

っ
た
。

株
だ
け
で
は
な
い
。
通
常
、

株
式
と
逆
に
動
く
債
券
も
お

お
む
ね
下
落
し
、
原
油
な
ど

の
商
品
や
不
動
産
投
資
信
託

（
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
）
か
ら
も
資
金

が
流
出
し
た
。
欧
州
の
運
用

大
手
ピ
ク
テ
が
世
界
の
約
８０

資
産
を
対
象
に
ま
と
め
た
リ

タ
ー
ン
で
は
４
分
の
３
の
資

産
が
マ
イ
ナ
ス
圏
に
沈
む
。

０８
年
以
来
の

「
敗
者
」
の
多

さ
で
、
金
融
危
機
並
み
の
異

常
事
態
と
い
え
る
。

マ
ネ
ー
は
ど
こ
へ
行

っ
た

の
か
。

「
最
も
有
望
な
待
避

先
は
現
金
」
と
ピ
ク
テ
の
エ

リ

ッ
ク

。
ロ
セ
氏
は
話
す
。

原
油 銅

‐２
月
に
は
投
資
家
が
現
金
の

代
誉
と
し
て
買
う
こ
と
の
多

い
米
国
の
短
期
国
債

（
３
～

６
カ
月
）
に
資
金
が
流
入
。

安
全
資
産
の
代
表
格
で
あ
る

金
は
４
％
上
昇
し
た
。

こ
と
は
単
純
な
資
産
間
の

移
動
を
意
味
し
な
い
。

ヘ
ッ

ジ
フ
ァ
ン
ド
な
ど
が
借
り
入

れ
や
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
で
投
資

額
を
膨
ら
ま
せ
る

「
レ
バ
レ

ッ
ジ
」
を
下
げ
た
影
響
が
大

き
い
。
米
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン

・

サ

ッ
ク
ス
に
よ
る
と
、
１
年

前
に
１

・
８
倍
と
ピ
ー
ク
を

付
け
た
レ
バ
レ
ッ
ジ
水
準
は

足
元
で
約
１

・
６
倍
と
約
２

年
ぶ
り
の
低
水
準
だ
。

「
主
要
国
の
量
的
緩
和
（
Ｑ

Ｅ
）
の
縮
小
を
見
越
し
た
動

き
だ
」
。
Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ
バ
証

券
の
河
野
龍
太
郎
氏
は
勝
者

な
き
金
融
市
場
の
原
因
を
こ

う
指
摘
す
る
。
金
融
危
機
後

に
世
界
の
中
央
銀
行
が
進
め

た
Ｑ
Ｅ
は
‐８
年
に
転
換
点
を

迎
え
、

１９
年
は

「
Ｑ
Ｔ

（
Ｑ

ｕ
ａ
ｎ
ｔ
ｉ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ

ｔ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ

ｌｌ
量
的
引
き
締
め
）
」
が
市

場
の
主
旋
律
と
な
る
。

日
米
欧
の
３
中
銀
の
合
計

の
資
産
規
模
は
、

１１
月
末
時

点

で
１４
兆

リレ
ド
強
と
１０
年
間

で
４
倍
に
膨
張
し
た
。
だ
が

足
元
で
は
米
欧
の
緩
和
終
了

で
伸
び
が
前
年
比

１
％
台

ま
で
低
下
。

１９
年
初
め
に
も

縮
小
局
面

に
入
る

と
さ
れ

る
。米

連
邦
準
備
理
事
会

（
Ｆ

Ｒ
Ｂ
）
を
は
じ
め
、

１８
年
は

世
界
で
３０
ヵ
国
以
上
が
利
Ｌ

げ
に
踏
み
切

っ
た
。
そ
も
そ

も
は
強
い
景
気
を
反
映
し
た

動
き
で
も
、
金
融
市
場
が
動

揺
し
た
こ
と
で
必
要
以
上
の

冷
や
水
と
な
る

「
オ
ー
バ
ー

キ
ル
」
の
懸
念
も
く
す
ぶ
る
。

米
債
券
大
手
ピ
ム
コ
の
ヨ
ア

ヒ
ム

・
フ
ェ
ル
ズ
氏
は

「米

国

の
減
税
効
果
も
は
げ
落

ち
、
世
界
景
気
は
同
時
減
速

に
向
か
う
」
と
み
る
。

マ
ネ
ー
の
移
動
を
追
う
と

投
資
家

が
次
第

に
警
戒
を

強
め
た
さ
ま
が
う
か
が
え

る
。２

月
の
株
式
相
場
の
調
整

で
、
ま
ず
世
界
の
Ｉ
Ｔ

（情

報
技
術
）
株

へ
の
過
度
な
熱

狂
が
冷
め
、
次
に
新
興
国
か

ら
の
資
金
流
出
が
続
き

「
ト

ル
コ
シ
ョ
ッ
ク
」
も
発
生
。

１０
月
以
降
は
低
金
利
下
で
利

回
り
を
求
め
る
マ
ネ
ー
が
流

入
し
た
社
債
も
売
ら
れ
た
。

特
に
低
格
付
け
債
が
敬
遠
さ

れ
、
低
格
付
け
債
フ
ァ
ン
ド

か
ら
は
７
週
連
続
で
資
金
流

出
が
続
い
て
い
る

（
Ｅ
Ｐ
Ｆ

Ｒ
調
べ
）
。

過
去
１０
年
で
リ
ス
ク
資
産

の
規
模
が
膨
れ
上
が

っ
た

分
、
マ
ネ
ー
逆
回
転
の
動
揺

は
大
き
い
。
デ
ィ
ー
ル
ロ
ジ

ッ
ク
に
よ
る
と
、
世
界
の
社

債
や
資
産
担
保
証
券

（
Ａ
Ｂ

Ｓ
）
な
ど
債
券
の
残
存
額
は

５７
兆
が
と
０７
年
末
（
３５
兆
が
）

か
ら
６
割
増
え
て
い
る
。

緩
和
の
う
た
げ
が
終
わ
り

金
融
引
き
締
め
と
景
気
減
速

が
同
時
に
進
む
中
、
政
治
の

混
乱
が
追

い
打
ち
を
か
け

る
。
英
国
の
欧
州
連
合

（
Ｅ

Ｕ
）
離
脱
の
道
筋
は
見
え
ず
、

米
中
貿
易
戦
争
の

「
休
戦
」

も
３
月
に
終
わ
る
。
不
安
と

向
き
合
う
１９
年
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